
福
岡
・元
岡

。
桑
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
西
区
大
字
桑
原
字
戸
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
舟
ｔ
継
続
中

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
波
正
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
福
岡
市
の
西
端
、
糸
島
半
島
東
側
の
山
間
部
に
あ
る
。
こ
の
付
近
は

標
高

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
以
下
の
低
丘
陵
で
、
小
河
川
に
よ
っ
て
樹
枝
状
に
侵
食
さ
れ
て

い
る
。
本
遺
跡
は
九
州
大
学
統

合
移
転
に
伴
い
、　
一
九
九
七
年

か
ら
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
第
七
次
調
査
で

「壬
辰
年
」
の
紀
年
銘
木
簡
、

第

一
五
次
調
査
で

「祓
」
に
関

わ
る
木
簡
な
ど
が
出
土
し
て
い

る

（本
誌
第
二
一
・
三
二
号
）。

本
調
査
地
点
は
そ
れ
ら
の
木
簡

が
出
土
し
た
地
点
か
ら
約

一
ｋｍ
東
の
丘
陵
端
か
ら
谷
部
に
位
置
す
る
。

遺
構
は
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代
の
遺
物
を
含
む
整
地
層
上
面
で
検
出
し

た
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
二
間
×
二
間

の
総
柱
建
物

一
三
棟
、
二
間
×
三
間
の
側
柱
建
物
四
棟

（
い
ず
れ
も
掘
立
柱
建

物
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
二
間
×
二
間
の
建
物
は
床
面
積
約

一
〇
―

一
四
沼

と
小
型
で
、
東
西
三
〇
ｍ
南
北
三
〇
ｍ
の
範
囲
に
概
ね
柱
筋
を
そ
ろ
え
て
配
置

さ
れ
る
。
調
査
区
東
側
で
は
池
状
遺
構
Ｏ
〇

一
を
検
出
し
た
。
池
状
遺
構
は
谷

を
幅
約
三
ｍ
長
さ
約

一
四
ｍ
の
築
堤
に
よ
り
堰
き
と
め
た
も
の
で
、
長
さ
約
三

五
ｍ
幅
約
二
〇
ｍ
深
さ
約
五
〇
―
八
〇
ｃｍ
を
測
る
。

池
状
遺
構
か
ら
は
土
器
類
（須
恵
器
・
土
師
器
）、
木
製
品
（木
簡

・
丸
木
弓
。
容

器
・
糸
車
な
ど
）、
銅
製
品

（銃
・
飾
金
具
な
ど
）、
鉄
製
品

（刀
子
・
鏃
な
ど
）
が

多
量
に
出
土
し
た
。
木
製
品
に
は
舟
形
木
製
品
や
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
あ
り
、

こ
の
場
所
で
何
ら
か
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
池
状
遺
構

は
九
世
紀
に
は
埋
没
し
て
お
り
、
機
能
し
て
い
た
時
期
は
七
世
紀
末
か
ら
人
世

紀
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
整
地
層
の
下
層
に
は
古
墳
時
代
後
期
の

竪
穴
住
居
な
ど
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
遺
跡
の
性
格
は
今
後
の
調
査
に
も
よ

る
が
、
遺
構

。
遺
物
の
様
相
か
ら
何
ら
か
の
官
行
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
池
状
遺
構
及
び
そ
の
流
出
部
よ
り
出
土
し
た

（現
在
三
四
占
Ｓ
。
ま
た
、

墨
書
土
器
は
現
在
五
〇
点
余
り
を
確
認
し
て
い
る

（「案
主
」
「依
」
「乙
猪
」
「嶋

足
」
「鞍
手
」
「常
石
田
」
な
ど
）。
こ
の
ほ
か
、
円
面
硯

・
銅
製
帯
金
具

（九
輛
・

巡
方
▼

銅
製
権
衡
な
ど
も
出
土
し
た
。
遺
物
は
整
理
中
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
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文
字
が
判
読
で
き
る
主
な
木
簡
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

【
者
力
〕

□
壱
口
□
　
□

〔計
力
〕　
　
　
　
　
　
　
〔
具
力
〕

口
帳
造
書
□
□
用
”
□

　

〔中
力
〕

延
暦
四
年
六
月
十
四
日
□

日
Ｈ
Ｈ
□
□

□
部
□
□
　
　
口
□

〔波
力
〕

難
波
都
十
人
人

□
□
部
　
　
　
額
田
部
□

〔大
伴
力
〕

「嶋
郡
赤
敷
里〔酔
鞘
戸
マ〔酢
ヵ〕

〔廿
力
〕
　

〔卯
力
〕

「
■
□
□
三
□
丁
□
回
□
□

(5)  (4)

<   < 久
官□太 米
六 偶目勇 匿留
今 日目筆 置と

目昇 宅攣辛と
冨目罵尋
と 税二
日

（
～

じ

×

６
ｅ

×
∞
　
ｏ
解

（
Ｐ
∞
『
）
×
Ｎ
∞
×
¨
　
ｏ
∞
】

（
中
Ｏ
Ｐ
）
×

μ
卜
×

卜
　

ｏ
μ
Φ

Ｎ
卜
∞
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
枷
Ｐ

Ｐ
∞
『
×

中
『
×

枷
　

ｏ
∞
］

(9)侶 ) (7)(6)

<
南
毎

千
手
陀
羅

〔挙
力
〕

日
□
出
□
給
□
□
□
大
□

Ｐ
卸
ｏ
×

６
卜
×

ト

（
名

じ

×

お

×

ト

□
□
□
□
□

。
「
＜
難
波
部
□
□
回
□
」

。
「
＜
口
□
□
□
□
□
□
」

〔神
力
〕

久
米
マ
大
ロ
マ
ロ

〔十
力
〕

。
□
百
□
　
□

□
己
西
マ
田
麻
呂
西
□
□
□
□

。

ｉ

！

（
Ｆ

Ｏ

×

６
９

×
釦
　
Φ
驚

（
Φ
ω
∞
）
×

（
∞
μ
）
×
Ｐ
Ｏ
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
Ｎ
∞
×

牌
卜
×

ω
　

Ｏ
∞
］

（
μ
］
い
）
×

Ｐ
『
×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

【建
力
〕

□
　
ロ
マ
根
足
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
溢
受
］
恩

〔
尼
力
〕

〔婆
力
〕

略
□
娑
羅
□
□

０

□
□
裟
婆
訂
　
　
」

□□□薄団
 同 墨
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Qつ   住0

多
加

名
献
上

名
日

□

３
９

×
‘

×
∞
　
ｏ
解

□
□
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

…
廷
暦
四
年
十
月
十
四
日
真
成
」

含

３

十

〓

じ

×

Ｏ

Ｄ

×
伽
　
ｏ
驚

硼
は
上

・
下
端
と
左
辺
が
欠
損
し
て
い
る
。
計
帳
作
成
に
関
わ
る
も
の
と
考

⑮

　

志
中
臣
マ
刀
良

⑩

　

□
例
可
□
従
人
志
麻
」

（
Ｓ

じ

×

餅

×

∞
　

Φ
解

Ｇ

じ

×

】

×

∞
　

ｏ
‘



え
ら
れ
る
。

②
は
上

。
下
端
、
左
右
辺
い
ず
れ
も
欠
損
し
て
い
る
。

①
は
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
左
辺
は
二
次
的
整
形
。
「嶋
郡
赤
敷
里
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
所
載
の
筑
前
国
志
麻
郡
内
の
七
郷
の
一
つ

「明
敷
」
を
さ
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
上
端
の
一
部
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
形
。

①
は
上
端
の
一
部
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
荷
札
木
簡
。
表
側
は
三
行
に
わ

た
る
。　
一
行
日
の

「太
宝
元
年
辛
丑
」
（七
〇
こ

の
年
紀
は
千
支
と
の
併
用
で
、

大
宝
令
施
行
直
後
の
状
況
を
示
す
資
料
と
言
え
よ
う
。
二
行
日
の

「飽
十
四
連

代
税
」
が
木
簡
を
付
け
た
品
物
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
行
目
の

「川
内
□
」
は
人
名
、
「黒
毛
馬
胸
□
」
は
運
搬
に
使
用
し
た
馬

の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
０
１
働
の

「部
」
の
異
体
字
は

「
ア
」
の
字
体
を
用
い
て
い
る
。

０
は
上
端
を
欠
損
、
下
端
は
切
断
の
ま
ま
の
原
形
を
保
つ
。

０
は
池
状
遺
構
の
上
層
で
の
出
土
で
あ
り
、
九
世
紀
以
降
に
下
る
可
能
性
が

あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
品
の
幅
広
の
木
簡
で
、
文
字
は
三
行
に
わ
た
る
。
中
央
付
近

に
穿
孔
が
見
ら
れ
る
。

①
は
上
端
を
欠
く
。
祓
に
関
わ
る
も
の
か
。

①
は
下
端
と
右
辺
を
欠
く
が
、
九
〇
釦
を
超
え
る
長
大
な
木
簡
で
あ
る
。
片

面
は
横
材
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
判
読
し
づ
ら
い
が
、
人
偏
の
文
字
の
習
書

と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う

一
方
も
遺
存
状
況
は
悪
い
。
出
挙
に
関
わ
る
も
の
か
。

⑩
は
完
形
品
。
不
明
瞭
な
が
ら

「難
波
部
」
の
氏
名
が
判
読
で
き
る
。

①
ｌ
⑬
は
上
・
下
端
が
欠
損
す
る
。
⑫
の

「部
」
の
異
体
字
の
字
体
は

「
ア
」
。

ｍ
は
二
片
に
折
損
し
て
い
る
。
同

一
個
体
で
、
接
続
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

上
端
は
九
く
仕
上
げ
ら
れ
る
。
表
側
は
上
端
近
く
に

「献
上
」
と
記
さ
れ
、
や

や
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
文
字
が
見
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
裏
側
は
下
方
に

「廷
暦
四
年
十
月
十
四
日
真
成
」
と
年
紀
と
人
名
を
記
し
て
い
る
。

⑮
は
上

・
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
「中
臣
部
刀
良
」
の
上
の

「志
」
は
嶋

郡
内
の
七
郷
の
ひ
と
つ
、
「登
志
」
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

⑮
は
上
端
が
欠
損
し
て
い
る
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
に
は
年
紀
を
記
し
た
も
の

（大
宝
元
年
・
延
暦
四
年
）
の

ほ
か
、
ウ
ヂ
名

（難
波
部
・
久
米
部
・
額
田
部
・
建
部
・
己
西
部
な
ど
）
を
記
し
た

も
の
が
見
ら
れ
る
。
用
途
は
付
札
や
文
書
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
が
不

明
の
も
の
が
多
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
学
園
大
学
の
人
木
充
氏
、
京
都

橘
女
子
大
学
の
狩
野
久
氏
、
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘

野
和
己
氏
、
東
洋
大
学
の
森
公
章
氏
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

。
吉

川
聡

。
馬
場
基
各
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

「九
州
大
学
統
合
移
転
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

概
報

一
―
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群
発
掘
調
査
―
」
令
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

書
』
六
九
三
　
一
一〇
〇
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（菅
波
正
人
）




